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旧
友
と
級
友
と
の
新
型
米
寿
！ 

    

  
 

   

        

 
 
 

相
談
役 

 

保
坂 

武
雄 

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
ね
！ 

９
月
の
誕
生
日
が
数
え
で
、
米
寿
。 

こ
こ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
か
と
の
実
感

で
す
。
病
も
あ
る
が
健
康
、
何
と
か
生

き
が
い
も
あ
る
。
幸
運
と
周
囲
の
お
陰

様
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
３
カ
年
を
考
え

て
み
ま
し
た
。 

◆
「
数
え
で
米
寿
の
３
か
年
計
画
」 

今
行
っ
て
い
る
事
の
何
を
残
す
か
で
、 

次
の
５
項
目
は
続
け
た
い
。 

① 

野
菜
作
り
、
毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

と
年
数
回
の
ゴ
ル
フ
＝
健
康
。 

② 

囲
碁
＝
ヘ
ボ
で
も
ボ
ケ
防
止
。 

③ 

友
人
達
と
の
お
付
き
合
い
＝
こ
れ

が
生
活
そ
の
も
の
で
す
。
旧
い
仲

間
は
減
る
一
方
だ
が
一
層
大
切
。

新
し
い
仲
間
は
私
の
自
慢
で
す
。 

        

④ 

旅
行
は
年
１
回
の
海
外
と
数
回
の 

国
内
＝
楽
し
い
生
き
甲
斐
で
す
。 

⑤ 

相
談
役
と
し
て
の
健
生
会
活
動
。 

月
に
４
～
５
回
の
出
席
。「
シ
ネ
マ
ク
ラ

ブ
」
の
お
手
伝
い
。
ニ
ュ
ー
ス
の
原
稿

は
「
巻
頭
言
」「
１
０
０
分
で
名
著
」。

清
書
と
し
て
「
ナ
ベ
さ
ん
の
私
の
好
き

な
俳
句
」「
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
」 

「
シ
ネ
マ
鑑
賞
会
報
告
」
等
。
＝ 

書
き
出
し
て
み
る
と
、
結
構
あ
る
が
ど

れ
も
楽
し
い
ボ
ケ
防
止
で
す
。 

◆
「
こ
れ
ま
で
の
友
人
達
と
の
会
合
）」 

４
０
年
位
続
い
て
い
る
会
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。
数
例
を
示
し
ま
す
。 

「
味
遊
会
＝
ｍ
ｅ
・
ｙ
ｏ
ｕ
会
」
は
グ

ル
メ
の
会
。「
桜
宴
会
」
は
桜
の
会
。 

「
鮎
の
会
」
は
６
月
の
解
禁
日
に
鮎
を

食
べ
ま
す
。「
若
蘭
会
」
は
私
が
海
外
か

ら
戻
っ
た
際
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の

友
人
た
ち
が
作
っ
て
く
れ
た
会
で
す
。 

「
今
月
の
会
」
は
マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
、 

毎
月
１
回
、
１
０
～
１
５
名
が
自
慢
の 

        

一
品
と
お
酒
を
持
っ
て
集
ま
り
ま
す
。 

「
パ
ワ
カ
レ
１
２
期
会
」
は
年
に
４
～

５
回
、
４
０
代
～
７
０
代
と
ジ
ジ
イ
が

一
人
で
、
吞
兵
衛
が
多
い
会
で
す
。 

◆
「
８
０
年
目
の
同
窓
会
」 

太
平
洋
戦
争
開
戦
２
年
目
、
１
９
４
３

年
、
私
は
東
京
の
家
族
と
別
れ
千
葉
県

香
取
郡
東
城
村
立
（
今
は
東
庄
町
）
国

民
小
学
校
に
入
り
、
４
５
年
８
月
１
５

日
終
戦
、
１
８
０
度
の
転
換
を
体
験
し

ま
し
た
。
９
月
新
学
期
の
初
め
に
学
ん

で
い
た
教
科
書
に
墨
を
入
れ
、
破
き
、

教
室
の
壁
の
割
れ
目
に
隠
し
ま
し
た
。

そ
の
小
学
校
入
学
か
ら
８
０
年
の
今
年
、

「
同
窓
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
７

５
名
の
う
ち
、２
０
名
が
参
加
で
し
た
。

周
囲
か
ら
「
良
く
集
ま
る
！
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
続
く
秘
密
は
３
つ
。 

①
人
柄
と
利
他
の
心
の
幹
事
。 

②
同
級
生
が
集
ま
る
だ
け
で
特
に
は 

何
も
し
な
い
の
が
良
い
す
。 

③
一
人
の
先
生
が
ず
っ
と
ご
参
加
。 

な
ん
と
奇
跡
！
今
春
ま
で
会
員
だ
っ
た

石
毛
英
子
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
で
す
。 

◆
「
ラ
ス
ト
・
ス
ト
レ
ッ
チ
の
ご
褒
美
」 

「
ヒ
ト
だ
け
が
な
ぜ
老
い
る
」
の
著
者

小
林
武
彦
教
授
は
「
人
間
は
、
一
定
以

上
の
年
齢
に
な
る
と
、
ご
褒
美
の
よ
う

な
幸
せ
な
時
間
を
貰
え
る
。」と
言
い
ま

す
が
ま
だ
６
０
歳
、
統
計
と
研
究
で
の

言
葉
で
す
。
私
達
は
目
の
前
で
見
て
い

ま
す
。
内
田
副
会
長
は
１
２
年
前
に
、

胃
を
手
術
し
て
僅
か
１
ヶ
月
で
復
帰
、

ニ
ュ
ー
ス
編
集
を
続
け
て
い
ま
す
。 

渡
邊
顧
問
は
大
病
の
後
に
ご
覧
の
通
り
。

私
自
身
は
２
５
年
前
に
糖
尿
病
を
宣
告

さ
れ
、
糖
質
制
限
ラ
イ
フ
で
す
が
、
こ

れ
が
な
か
っ
た
ら
今
の
健
康
は
無
い
で

し
ょ
う
。
山
本
会
長
、
竹
内
副
会
長
初

め
各
役
員
も
実
に
幅
広
い
生
活
を
謳
歌

し
つ
つ
大
活
躍
で
す
。
健
生
会
の
近
頃

の
充
実
ぶ
り
は
ご
覧
の
通
り
で
す
。 

ご
褒
美
は
貰
え
る
の
で
な
く
、
自
ら
掴

む
の
で
す
！
老
い
て
老
い
ず
活
発
で
楽

し
い
活
動
が
社
会
や
次
世
代
へ
の
貢
献

な
の
で
す
。 

「
人
生
一
段
落
の
後
が
長
く
楽
し
い
」

正
に
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
で
す
。 

健
生
会
に
入
っ
て
良
か
っ
た
！ 

皆
さ
ん
に
お
会
い
出
来
た
！ 

健
康
も
楽
し
さ
も
お
蔭
様
！ 

も
う
暫
く
は
ど
う
ぞ
宜
し
く
。 

 

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語
る
会 
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● 

健
康
だ
よ
り 

練
馬
区
立
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
豊
玉 

 
 
 
 
 

看
護
師 

尾
﨑 

幹
子 

 

「
散
歩
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」 

 

気
温
が
低
く
な
り
、
外
歩
き
が
億
劫
だ

な
！
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り
が
ち
な
季

節
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
猛
暑

を
乗
り
越
え
た
自
分
に
自
信
を
持
っ
て

冬
季
を
健
康
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

散
歩
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
、
共
に
「
歩

く
こ
と
」
で
す
が
、
違
い
を
知
っ
て
、

「
歩
く
こ
と
」
を
効
果
的
に
楽
し
く
、

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

１
．
散
歩 

 

気
晴
ら
し
な
ど
の
た
め
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
散
策
を
楽
し
む
こ
と
、
気
の
向

く
ま
ま
に
周
り
の
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
歩
く
こ
と
。 

特
徴 

①
自
然
体
の
速
さ
や
姿
勢
で
歩
く 

②
歩
く
こ
と
を
単
純
に
楽
し
む 

③
心
身
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
る 

④
運
動
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る 

メ
リ
ッ
ト 

①
運
動
効
果 

消
費
カ
ロ
リ
ー
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

よ
り
少
な
い
が
、
体
力
に
自
信
が
な
い

人
も
軽
い
運
動
と
し
て
楽
し
め
る
。 

②
体
内
時
計
を
整
え
る
。 

特
に
朝
の
散
歩
は
、
体
内
時
計
を
リ
セ

ッ
ト
し
、
心
臓
な
ど
に
大
き
な
負
担
を

か
け
ず
体
を
活
動
モ
ー
ド
に
す
る
。 

③
筋
肉
量
・
免
疫
力
の
ア
ッ
プ 

散
歩
の
習
慣
は
、
徐
々
に
筋
肉
量
を
増

や
し
な
が
ら
平
熱
を
高
め
て
基
礎
代
謝
、

免
疫
力
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

④
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
社
会
的
効
果 

ゆ
っ
く
り
深
い
呼
吸
を
し
な
が
ら
、
息

が
み
だ
れ
な
い
程
度
の
ゆ
っ
く
り
し
た

速
さ
で
歩
く
。
足
の
動
き
や
地
面
を
踏

み
し
め
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
周

囲
の
景
色
に
集
中
す
る
。意
識
を
向
け
、

楽
し
む
。（
新
た
な
発
見
や
気
づ
き
） 

人
と
の
交
流
が
図
れ
る
機
会
に
な
る
。 

⑤
脳
内
を
す
っ
き
り
さ
せ
る
。 

血
行
を
良
く
し
、
脳
へ
の
血
流
を
増
や

し
、
脳
が
活
性
化
し
ま
す
。 

（
参
考
資
料
：
医
療
情
報
メ
デ
ィ
ア

【m
ed

icom
m

i)

】
山
本
康
博
呼
吸
器

内
科
専
門
医
監
修
） 

 

２
．
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

日
常
生
活
の
歩
き
や
散
歩
と
は
異
な

り
、「
健
康
の
た
め
」
生
活
習
慣
病
の
予

防
改
善
、
体
質
改
善
な
ど
の
目
標
や
目

的
を
も
っ
て
行
う
歩
く
こ
と
。 

特
徴 

①
正
し
い
姿
勢 

②
速
い
速
度
で
１
０
分
以
上
歩
く 

③
膝
や
心
臓
に
負
担
が
少
な
い
、
有
酸

素
運
動
の
代
表
的
な
運
動（
ス
ポ
ー
ツ
）

で
あ
る
。 

メ
リ
ッ
ト 

①
高
血
圧
の
改
善 

②
心
肺
機
能
・
骨
の
強
化 

③
肥
満
の
解
消 

④
脂
質
異
常
症
・
動
脈
硬
化
の
改
善 

⑤
肝
機
能
の
改
善 

⑥
糖
尿
病
の
改
善 

⑦
腰
痛
の
改
善 

⑧
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果 

⑨
社
会
的
効
果
（
散
歩
同
様
） 

 

《
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》 

 

健
康
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

フ
ォ
ー
ム
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
。

安
静
時
の
３
倍
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー 

①
視
線
は
自
然
に
前
向
き
、
頭
を
天
か

ら
吊
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
で
背

筋
を
伸
ば
し
ま
す
。 

②
肘
を
曲
げ
て
腕
を
振
り
ま
す
。 

③
足
は
、
後
ろ
の
足
の
つ
ま
先
ま
で
地

面
を
踏
み
込
む
よ
う
に
し
て
重
心
を
前

に
移
動
さ
せ
ま
す
。 

④
足
の
親
指
か
ら
小
指
ま
で
す
べ
て
の

指
が
働
く
よ
う
に
し
ま
す
。 

３
．
注
意
点 

・
体
調
や
体
力
に
合
わ
せ
て
マ
イ
ペ
ー

ス
で
行
い
、
体
調
が
優
れ
な
い
と
き
や

天
候
の
悪
い
時
は
無
理
を
し
な
い
で
中

止
し
ま
し
ょ
う
。（
室
内
運
動
に
切
り
替
） 

・
距
離
や
時
間
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。 

・
前
後
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

・
屋
外
を
歩
く
時
は
、
事
故
や
ケ
ガ
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

・
適
度
な
水
分
補
給
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。（
参
考
資
料
：
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効

果
と
方
法
、
健
康
長
寿
ネ
ッ
ト 

長
寿

科
学
振
興
財
団
） 

●
屋
内
と
外
と
の
温
度
差
（
急
激
な
）

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
も
注
意
を
。 

 

「
歩
く
こ
と
」
を
重
視
し
て
い
る
方
は

多
く
、
日
々
の
歩
数
や
距
離
を
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
散
歩
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
感
を

取
り
入
れ
る
な
ど
自
分
に
と
っ
て
適
切

な
運
動
強
度
を
知
っ
て
、
散
歩
と
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
上
手
く
活
用
し
、
安
全
か

つ
効
果
的
に
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
習

慣
を
維
持
し
活
動
低
下
（
フ
レ
イ
ル
）

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。 

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 
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●
「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
鑑
賞
会
報
告
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

泉 

芳
子 

鑑
賞
作
品
「
私
は
モ
ー
リ
ン
・
カ
ー
ニ
ー 

 
 
 
 
 

＝
正
義
を
殺
す
の
は
誰
＝ 

」 

１
０
月
２
３
日
㈪ 

参
加
１
０
名 

Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
ＡⅯ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

ル
・
シ
ネ
マ 

世
界
最
大
の
原
子
力
発
電
会
社
で

５
万
人
の
従
業
員
を
守
る
労
働
組
合
の

代
表
モ
ー
リ
ー
ン
が
、
会
社
の
未
来
と

社
員
の
雇
用
を
脅
か
す
中
国
と
の
秘
密

契
約
を
知
り
内
部
告
発
、
国
家
的
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。 

何
者
か
に
襲
わ
れ
、
屈
辱
的
な
肉
体

的
暴
力
を
受
け
な
が
ら
勇
敢
に
立
ち
向

か
う
も
、
大
企
業
ト
ッ
プ
の
思
惑
、
政

治
権
力
に
よ
り
、
握
り
つ
ぶ
さ
れ
る
。

自
作
自
演
で
あ
っ
た
と
被
害
者
か
ら
容

疑
者
と
さ
れ
、
強
引
な
精
神
的
、
肉
体

的
自
白
強
要
に
耐
え
切
れ
ず
自
供
に
追

い
込
ま
れ
有
罪
判
決
を
受
け
る
。 

 

有
罪
・
犯
罪
者
と
さ
れ
て
も
あ
き
ら

め
ず
、６
年
間
戦
い
続
け
る
。そ
し
て
、

捜
査
に
疑
問
を
持
っ
た
若
き
女
性
警
察

官
の
情
報
提
供
か
ら
酷
似
す
る
レ
イ
プ

事
件
を
自
ら
追
求
す
る
。
労
働
組
合
を

味
方
に
つ
け
、
世
論
の
力
も
得
て
控
訴

し
、
捜
査
上
の
数
々
の
不
備
を
追
求
し

最
後
に
は
「
モ
ー
リ
ー
ン
は
被
害
者
」

と
の
判
決
を
獲
得
し
勝
訴
す
る
。 

実
話
を
も
と
に
描
い
た
社
会
派
サ

ス
ペ
ン
ス
。
美
し
い
ブ
ロ
ン
ド
の
髪

を
束
ね
た
赤
い
ル
ー
ジ
ュ
と
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
な
メ
ガ
ネ
姿
、
主
演
の

イ
ザ
ベ
ル
・
ユ
ベ
ー
ル
は
巨
大
権
力

に
巻
き
込
ま
れ
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け

る
中
で
苦
悩
、
絶
望
、
悲
し
み
、
怒

り
を
淡
々
と
演
じ
切
っ
て
い
る
。 

こ
れ
が
実
話
で
犯
人
が
未
だ
見
つ

か
ら
ず
、
と
い
う
事
で
す
。 

今
回
の
シ
ネ
マ
鑑
賞
会
は
、
変
貌
す
る

渋
谷
を
保
坂
相
談
役
に
ご
案
内
頂
き
、

素
敵
な
「
宮
下
パ
ー
ク
」
で
昼
食
を
と

る
「
渋
谷
探
訪
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

◆
今
後
の
「
シ
ネ
マ
鑑
賞
会
」 

今
回
の
好
評
を
受
け
、
鑑
賞
後
に

「
映
画
の
あ
る
街
の
変
貌
」
を
探
訪
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。
従
来
、
歩
こ
う
会

が
二
つ
あ
り
ま
し
た
が
「
大
江
戸
花
め

ぐ
り
」
が
無
く
な
り
「
歩
こ
う
会
」
は

「
東
京
探
訪
」
と
な
り
ま
し
た
。 

・
１
１
月
は
東
京
の
ウ
オ
ー
タ
ー
・ 

フ
ロ
ン
ト
、
緑
あ
ふ
れ
る
複
合
タ
ウ
ン 

豊
洲
で
「
お
し
ょ
り
ん
」
を
鑑
賞
。 

・
１
２
月
は
、「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
デ
イ
ズ
」

を
二
子
玉
川
で
鑑
賞
予
定
。
し
ゃ
れ
た

郊
外
の
街
と
川
原
も
探
索
出
来
ま
す
。 

・
１
月
は
特
別
で
会
員
和
田
幾
子
さ
ん

の
舞
台
「
女
の
一
生
」
を
鑑
賞
予
定
。 

・
来
春
、
新
緑
の
頃
、
変
貌
す
る 

「
豊
島
園
界
隈
」
を
探
訪
予
定
！ 

 
 
 
 
 

 

●
こ
ぶ
し
朗
読
の
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
中
昌
美 

第
３
６
回 

１
０
月
２
１
日(

土) 

 

石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

参
加
者 

６
名 

   

教
材 

斉
藤
洋
作
「
白
狐
魔
記
」 

第
３
７
回 

１
１
月
４
日(

土) 

 

石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

参
加
者
８
名 

 

教
材 

斉
藤
洋
作
「
白
狐
魔
記
」
狐

は
人
間
の
こ
ん
な
話
を
聴
き
ま
す
。「
こ

こ
か
ら
東
に
六
十
里
行
っ
た
白
駒
山
に

は
仙
人
が
い
て
、
そ
こ
で
修
行
を
積
ん

だ
狐
は
神
通
力
を
使
う
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
」
と
。
狐
は
〈
そ
ん
な
事
は

無
い
だ
ろ
う
。
狐
が
人
を
化
か
す
な
ど

と
い
う
事
は
無
い
。
で
も
、
白
駒
山
に

は
不
思
議
な
仙
人
が
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。〉と
思
い
東
に
向
か
っ
て
歩
き
出

し
ま
し
た
。
さ
あ
こ
の
後
白
駒
山
へ
向

か
っ
た
狐
に
何
が
待
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
？ 

       

  

    

                       

●
第
２
９
回
読
書
サ
ロ
ン
報
告 

🌸

『
ま
ゆ
の
会
の
部
屋
』 

柳
瀬
紀
子 

１
１
月
の
ま
ゆ
の
会
は
、
新
し
い
メ
ン
バ

ー
も
続
々
増
え
て
１
７
名
・
ミ
シ
ン
２

台
・
ア
イ
ロ
ン
１
台
で
満
員
御
礼
。
室
内

は
１
１
月
な
の
に
冷
房
２
３
度
設
定
で

も
暑
い⁉

ほ
ど
、
皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
溢
れ
て
い
ま
す
。 

１
０
月
に
引
き
続
い
て
の
洋
服
作
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
作
業
に
取
り
組
む
姿

は
皆
真
剣
、
ほ
ぼ
私
語
は
無
し
！
で
も
先

生
に
活
発
に
質
問
す
る
声
、
そ
れ
に
応
え

る
先
生
の
声
、
ミ
シ
ン
や
ア
イ
ロ
ン
を
使

い
に
行
き
来
す
る
足
音
、
ま
ゆ
の
会
の
部

屋
は
い
つ
も
通
り
心
地
良
い
響
き
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。 

次
回
か
ら
は
小
物
作
り
、
過
去
人
気
の
高

か
っ
た
４
作
品
の
中
か
ら
今
回
同
様
の

選
択
制
、
２
回
で
仕
上
げ
ま
す
♪ 

♪
１
２
月
の
お
知
ら
せ 

日
時 

 

１
２
月
４
日
（
月
）
１
時
～ 

会
場 

 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
３ 

 

作
品 

 

コ
ロ
コ
ロ
ポ
ー
チ
・
帯
地
の
ポ

シ
ェ
ッ
ト
・
梅
の
花
ブ
ロ
ー

チ
・
ピ
エ
ロ
の
ブ
ロ
ー
チ
の
中

か
ら
２
点 

持
ち
物 

裁
縫
箱 

※
会
場
が
い
つ
も
と
違
っ
て
い
ま
す
。 

研
修
室
３
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 
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●
第
２
９
回
読
書
サ
ロ
ン
報
告 

山
本
稔
子 

１
０
月
１
０
日
（
火
）
１
０
名
参
加 

新
入
会
の
方
を
お
迎
え
し
て
開
始
。 

婦
人
公
論
の
占
い
は
不
思
議
と
当
た
る 

と
か
の
雑
談
に
始
ま
り 

「
１
は
赤
い
。
そ
し
て
世
界
は
緑
と
青

で
で
き
て
い
る
」
と
い
う
本
を
紹
介
さ

れ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
。
不
思
議
な
本

で
し
た
。 

著
者
（
望
月
菜
南
子
さ
ん
）
は
１
２
３

４
…
は
そ
れ
ぞ
れ
赤
、
ピ
ン
ク
、
緑
、

青
…
に
感
じ
る
。あ
い
う
え
お
…
は
赤
、

ピ
ン
ク
、
緑
、
黄
、
オ
レ
ン
ジ
…
に
。

漢
字
は
読
み
の
最
初
の
文
字
の
色
に
な

る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
半
分
以
上
に

色
を
感
じ
る
が
感
じ
な
い
色
も
あ
る
と

か
。
も
の
心
が
つ
い
た
３
歳
く
ら
い
か

ら
、
１
７
歳
で
信
頼
で
き
る
教
師
に
相

談
し
こ
の
症
状
の
答
が
出
る
ま
で
、
誰

も
が
自
分
と
同
じ
様
に
見
え
る
と
思
い

込
ん
で
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て

文
字
は
書
か
れ
た
色
で
読
む
け
れ
ど
、

そ
の
後
脳
が
感
じ
る
色
が
出
現
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
色
に
な
る
。 

こ
の
状
態
は
疾
患
で
は
な
く「
共
感
覚
」

と
い
う
症
状
で
、
文
字
だ
け
で
な
く
、

音
に
色
、
味
に
色
、
痛
み
に
色
を
感
じ

る
人
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

入
学
し
た
大
学
の
心
理
学
の
教
授
が
共

感
覚
の
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
同
じ

症
状
を
持
つ
同
級
生
が
い
た
こ
と
も
幸

運
で
、
決
し
て
悲
観
的
で
な
く
愉
し
ん

で
お
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
、
ほ
っ
と
す

る
本
で
し
た
。 

最
近
は
、
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
い
う
機
械
で
そ

ん
な
症
状
を
持
つ
人
の
診
断
が
つ
く
そ

う
で
す
。
そ
の
診
断
法
は
、
例
え
ば
「
色

字
共
感
覚
者
」
に
、
人
の
話
を
聞
い
て

い
る
時
に
脳
内
で
ど
ん
な
こ
と
が
起
き

て
い
る
か
調
べ
る
と
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
中
で

は
聴
覚
野
だ
け
が
働
い
て
い
る
筈
（
何

も
見
え
て
い
な
い
）
な
の
に
脳
内
で
色

の
情
報
を
処
理
す
る
部
分
が
活
発
に
動

い
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
そ
う
で
す
。 

又
、
町
が
閉
館
を
決
め
た
図
書
館
を

未
経
験
の
有
志
達
が
再
興
し
た
紆
余
曲

折
が
書
か
れ
た
本
「
小
さ
な
町
の
奇
跡

の
図
書
館
」の
紹
介
も
印
象
的
で
し
た
。 

い
つ
も
の
朗
読
は 

茨
木
の
り
子

さ
ん
の
詩
。
そ
し
て
の
り
子
さ
ん
は
自

分
が
命
果
て
た
時
の
為
に
残
し
た
、
友

人
達
へ
の
遺
書
に
は「『
あ
の
人
も
逝
っ

た
か
』
と
、
た
っ
た
の
、
た
っ
た
の
一

瞬
思
い
出
し
て
く
だ
さ
れ
ば
十
分
で
ご

ざ
い
ま
す
。」
と
書
か
れ
、
葬
儀
や
ら
一

切
の
心
遣
い
を
辞
退
す
る
こ
と
が
書
か

れ
、
潔
い
生
き
方
が
偲
ば
れ
ま
し
た
。 

 

聞
き
役
だ
け
で
の
参
加
も
歓
迎
で
す 

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

話
の
ひ
ろ
ば 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

放
送
大
学
を
受
講
し
て 

 

横
田
邦
彦 

放
送
大
学
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。 

テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
受
講
で
き
る
大
学
で
す
。 

通
信
制
に
な
っ
て
い
て
単
位
を
揃
え
れ

ば
大
学
卒
業
資
格
（
学
士
号
）
を
も
ら

え
ま
す
。
大
学
院
も
修
士
・
博
士
課
程

が
あ
り
ま
す
。
放
送
と
銘
打
っ
て
ま
す

が
、
テ
レ
ビ
は
Ｂ
Ｓ
２
３
１
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
配
信
も
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
が
放
送
大
学
配
信
を
や
め
た
の
で
私

は
も
っ
ぱ
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

全
科
目
（
受
講
登
録
し
て
な
く
て
も
）

視
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

入
学
試
験
は
無
く
て
誰
で
も
入
学
で
き

ま
す
が
、
入
学
金
と
か
単
位
取
得
の
費

用
は
あ
り
ま
す
。
私
の
場
合
は
毎
年
科

目
を
選
ん
で
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
度
に
入
学
金
が
要
る
の
で
正
式
に
入

学
し
て
入
学
金
は
一
回
だ
け
と
い
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
学
部
は
１

０
年
、
修
士
は
５
年
在
籍
で
き
ま
す
。 

・
面
白
か
っ
た
科
目 

「
ビ
ー
ト
ル
ズ
ｄ
ｅ
英
文
法
」 

東
大
英
文
科
の
名
誉
教
授
で
す
が
、 

７
０
才
台
前
半
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
聞
い

て
き
た
世
代
。
知
っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
の
で
面
白
か
っ
た
で
す
。 

「
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
と
文
化
」 

２
０
世
紀
に
な
っ
て
キ
ュ
ー
ピ
ー
か
ら

始
ま
っ
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
、
ポ
ッ
プ
音

楽
、
ジ
ャ
ズ
、
カ
ン
ト
リ
ー
音
楽
、
ジ

ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
、
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ

ス
リ
ー
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル
チ
ャ

ー
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
続
き
ま
す
。 

こ
う
い
う
の
を
見
聞
き
し
て
育
っ
た
年

代
の
人
に
は
面
白
い
で
す
。 

「
音
楽
・
情
報
・
脳
」（
大
学
院
） 

Ｃ
Ｄ
は
可
聴
域
の
２
０
Ｋ
Ｈ
ｚ
で
音
が

カ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
の
Ｌ
Ｐ

は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
鼓
膜

以
外
の
皮
膚
な
ど
の
個
所
で
音
波
を
感

知
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
脳
に
信
号
が
伝

達
す
る
（
時
間
差
が
出
来
ま
す
）
と
い

う
神
経
系
の
理
由
も
あ
っ
て
聴
こ
え
方

が
心
地
よ
く
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

い
ろ
ん
な
科
目
が
あ
り
ま
す
の
で
、 

興
味
あ
れ
ば
受
講
し
て
も
良
い
で
し
ょ

う
。 

 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
放
送
大
学
」
で

検
索
す
れ
ば
出
て
き
ま
す
。 

    

 

 

http://frame-illust.com/?p=6828
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●
【
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
】 

 

第
１
３
５
回 

 

高
田
健
治 

 
「
人
生
は
美
し
い
」 

亭
主
関
白
の
夫
と
暮
ら
す
、
平
凡
な
専

業
主
婦
の
セ
ヨ
ン
。
あ
る
日
、
自
分
の

命
が
残
り
僅
か
と
宣
告
さ
れ
る
。
激
し

く
動
揺
の
後
、
何
か
吹
っ
切
れ
た
セ
ヨ

ン
は
、
お
そ
ら
く
自
身
の
最
後
と
な
る

誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
初
恋
相
手
と

の
再
会
を
熱
望
。
彼
を
一
緒
に
探
し
て

欲
し
い
と
、
な
ん
と
夫
に
頼
む
。
夫
婦

の
最
後
の
奇
妙
な
旅
が
始
ま
る
。
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
、
夫
婦
の
歩
ん
で
き

た
道
の
り
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

く
・
・
・
。 

ラ
ス
ト
１
０
分
に
温
か
い
涙
に
包

ま
れ
る
こ
と
必
至
の
感
動
が
・
・
・
。 

韓
国 

監
督 

チ
ェ
・
グ
ク
ヒ 

１
１
月
３
日
公
開 

星 
 

３
つ 

「
ほ
か
げ
」 

終
戦
直
後
、
女
は
半
焼
け
に
な
っ
た
居

酒
屋
で
一
人
暮
ら
し
て
い
る
。
体
を
売

る
こ
と
を
斡
旋
さ
れ
、
戦
争
の
絶
望
に

抗
す
る
事
も
出
来
ず
の
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
。
あ
る
日
、
空
襲
で
家
族
を
亡

く
し
、
空
腹
の
た
め
闇
市
で
盗
み
食
い

を
し
て
い
る
少
年
が
女
の
店
に
盗
み
に

入
る
。
そ
れ
以
来
少
年
は
店
に
居
つ
く

よ
う
に
な
る
。
女
は
子
供
と
の
交
流
を

通
し
て
ほ
の
か
な
光
を
見
出
し
て
い
く
。 

 

日
本
映
画
社 

 

監
督 

塚
本
晋
也 

 

１
１
月
２
５
日
公
開 

星 

３
つ 

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
デ
イ
ズ
」 

渋
谷
で
ト
イ
レ
の
清
掃
員
と
し
て
働
く

平
山
。
淡
々
と
し
た
同
じ
生
活
を
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
彼
に
と
っ
て

日
々
は
常
に
新
鮮
な
喜
び
に
満
ち
て
い

る
。
昔
か
ら
聴
き
続
け
て
い
る
音
楽
、

休
日
の
た
び
に
買
う
古
本
の
文
庫
を
読

む
楽
し
さ
。
人
生
は
風
に
揺
れ
る
木
々

の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
木
が
好

き
な
平
山
は
、
い
つ
も
カ
メ
ラ
を
持
ち

歩
き
、
自
身
を
重
ね
る
か
の
よ
う
に

木
々
の
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。
そ
ん
な

あ
る
日
、
思
い
が
け
な
い
再
会
を
果
た

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
彼
の
過
去

に
少
し
ず
つ
光
が
当
た
っ
て
い
く
・・
。 

 

役
所
広
司
は
、
今
年
度
カ
ン
ヌ
国
際

映
画
祭
で
最
優
秀
男
優
賞
を
受
賞
。

ド
イ
ツ
人
名
匠
ビ
ム
・
ベ
ン
ダ
ー
ス

は
日
本
贔
屓
で
、
市
井
の
人
た
ち
の

小
さ
な
揺
ら
ぎ
を
映
画
と
す
る
、 

小
津
監
督
に
憧
れ
て
本
作
を
作
る
。 

 

日
本 

ビ
タ
ー
ズ
エ
ン
ド 

 

監
督 

ビ
ム
・
ベ
ン
ダ
ー
ス 

 

１
２
月
２
２
日
公
開 

星 

５
つ 

＊
待
望
の
公
開
。
１
２
月
２
５
日 

 

シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
鑑
賞
会
作
品
。 

              

 

               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                             

 

 

私
の
好
き
な
俳
句
（
川
柳
）
㉝ 

 
 
 
 

渡
邉
一
雄
（
三
遊
亭
大
王
） 

 

世
界
最
長
寿
国
「
日
本
」
世
界
の
人
が
、
日
本
人
の
高
齢
者
は
、
ど
の
よ
う
に 

残
り
少
な
い
晩
年
の
人
生
を
過
ご
し
て
い
る
か
、
人
類
の
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
し 

て
い
る
と
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
（
人
生
百
年
の
生
き
方
）
に
書
い
て
あ
る
。 

高
齢
に
伴
い
ボ
ケ
な
ど
老
化
現
象
や
、
思
い
も
か
け
ぬ
病
気
に
悩
ま
せ
ら
れ
る 

苦
難
が
待
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
当
た
り
前
だ
、
何
と
か
な
る
さ
と 

笑
っ
て
過
ご
し
た
い
も
の
だ
。 

そ
ん
な
心
境
を
見
事
に
ぶ
つ
け
て
い
る
川
柳
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
大
声
で
笑
っ
て
、
苦
難
を
乗
り
越
え
て
く
だ
さ
い
。 

① 

高
級
車 

や
っ
と
乗
れ
た
が 

霊
柩
車 

 
 
 
 

西
田 

勲 

② 

「
お
ー
い
お
茶
」「
戸
棚
で
す
よ
」
と
返
す
妻 

 
 

高
橋
多
美
子 

③ 

年
賀
状 

あ
い
つ
は
何
枚 

よ
こ
す
ん
だ 

 
 
 

小
林 

秀
博 

④ 

ワ
シ
よ
り
も 

会
話
が
弾
む 

妻
と
犬 

 
 
 
 

足
立 

忠
博 

⑤ 

コ
ン
ビ
ニ
に 

旦
那
ま
か
せ
て 

旅
に
出
る 

 
 

阪
井 

紀
美 

⑥ 

百
歳
の 

患
者
に
秘
訣 

聞
く
主
治
医 

 
 
 
 

中
川 

強 

⑦ 

還
暦
に 

こ
の
若
造
と 

い
う
米
寿 

 
 
 
 
 

は
つ
こ 

⑧ 

ペ
ッ
ト
ロ
ス 

主
人
の
時
よ
り 

号
泣
し 

 
 
 

岩
谷 

紀
子 

⑨ 

車
庫
入
れ
で 

悟
る
免
許
の 

返
し
ど
き 

 
 
 

栗
原
由
紀
子 

⑩ 

つ
い
て
こ
い 

と
い
っ
た
家
内
に 

つ
い
て
い
く 

山
本 

教
義 

⑪ 

寝
て
る
の
に 

起
こ
さ
れ
て
飲
む 

睡
眠
薬 

 
 

瀬
戸
な
み
こ 

⑫ 

い
つ
死
ぬ
か 

わ
か
れ
ば
貯
金 

使
う
の
に 

 
 

主 

婦 

⑬ 

立
つ
ま
で
は 

何
を
す
る
か 

覚
え
て
た 

 
 
 

山
田 

明 
⑭ 
温
か
く 

迎
え
て
く
れ
る
は 

便
座
の
み 

 
 
 

圓
碕 

典
子 

⑮ 
遺
言
書
「
す
べ
て
妻
に
」
と 

妻
の
文
字 

 
 
 

ば
あ
ば 

⑯ 

健
康
法 

す
べ
て
を
や
る
と 

不
健
康 

 
 
 
 

浅
井
陽
一
郎 

⑰ 

骨
の
あ
る 

人
だ
が 

低
い
骨
密
度 

 
 
 
 
 

こ
だ
ま
り 

⑱ 

「
君
の
名
は
？
」 

老
人
会
で
も 

流
行
語 

 
 

は
た
の
さ
と 

⑲ 

ボ
ケ
予
防 

言
い
つ
つ
通
う 

ネ
オ
ン
街 

 
 
 

大 

王 
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「
役
員
会
」
報
告 

・
日
時
：
１
１
月
２
日
（
木
）
１
０
時 

・
場
所
：
コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１
＋
２ 

・
出
席
者
・
山
本
・
青
木
・
内
田 

 
 
 

土
橋
・
竹
内
・
山
崎
・
横
田

田
中
・
酒
井
・
山
本
（
稔
）

竹
内
（
律
） 

司
会
・
内
田 

 

●
１
０
月
行
事
報
告 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
実
施
さ
れ
た
。 

・
１
３
日
（
金
）
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
・ 

「
私
は
モ
ー
リ
ン
・
カ
ー
ニ
ー
」
他 

こ
ぶ
し
朗
読
の
会
・
読
書
サ
ロ
ン
・

き
ら
ら
カ
レ
ー
作
り
・
や
す
ら
ぎ

会
・
太
極
拳
健
康
体
操
・
ま
ゆ
の
会
・ 

ス
マ
ホ
倶
楽
部 

● 

１
１
月
行
事
案
内
確
認 

・
１
６
日
（
木
）「
例
会
」
第
２
回 

終
活
講
座
＝
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル 

講
師
＝
西
岡
恭
史 

ア
ン
ケ
ー
ト
、
チ
ラ
シ
作
成 

当
日
、
役
員
で
受
付
・
会
場
準
備 

・
２
９
日
（
水
）「
東
京
探
訪
ク
ラ
ブ
」 

● 

１
２
月
開
催
案
内 

安
田
楠
雄
邸
庭
園
巡
り 

２
０
名 

● 

ニ
ュ
ー
ス
誌
・
内
容
と
分
担
の
確
認 

 

 

巻
頭
言
、
保
坂 

 

健
康
便
り
、
尾
崎
看
護
師 

● 

１
２
月
行
事
案
内
確
認 

別
表 

● 

そ
の
他
検
討
事
項 

・
第
２
回
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
み
ん
な
の 

ぶ
ん
か
さ
い
１
月
２
７
日
（
土
） 

学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
確
定 

・
出
演
者
も
決
定
し
た
。 

・
出
演
者
に
リ
ハ
ー
サ
ル
・
出
演
順
番

表
送
る
又
は
手
渡
し
す
る
。 

・
舞
台
監
督
と
打
合
せ
１
２
月
７
日 

・
開
催
当
日
役
員
・
お
手
伝
い
者
の 

役
割
分
担
表
を
検
討
中 

・
Ｐ
Ｒ
＝
区
報
に
載
せ
る 

１
月
１
１
日
版 

そ
の
他
１
２
月
の
役
員
会
で
検
討

す
る 

● 
来
春
の
新
年
会
、
開
催
決
定 

 

令
和
６
年
１
月
３
０
日
（
火
） 

会
場
＝
中
村
橋
駅
前
、
勇
の
里 

● 

２
０
２
４
年
健
生
会
創
立
４
０

周
年
企
画
＝
実
行
委
員
会
・
記
念

式
典
・
記
念
誌
作
成
・
等
々
今
後

検
討
を
続
け
る
。 

文
責 
内
田 

 

 
 
 
 
 
 

        

●
「
東
京
探
訪
ク
ラ
ブ
」
開
催
案
内 

酒
井
喜
嗣 

 

酷
暑
、
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
明
け
暮
れ
た
令
和
５
年
も
い
よ
い
よ

終
盤
と
な
り
ま
す
が
、
嫌
な
こ
と
は
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
帳
消
し
に
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

そ
こ
で
１
２
月
は
、
築
地
本
願
寺
の

見
学
と
毎
月
１
回
だ
け
本
堂
で
開
催
さ

れ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
見
学
後

は
、
築
地
を
散
策
し
、
ラ
ン
チ
忘
年
会

で
も
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
人
数

制
限
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ま
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

・
日
時
：
１
２
月
２
２
日
（
金
） 

・
集
合
：
大
江
戸
線
練
馬
駅
改
札
前 

 
 
 
 

１
０
時
集
合 

・
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
１
２
時
か
ら
１
時

間
開
催
さ
れ
ま
す
。
築
地
本
願
寺
に
設

置
さ
れ
て
い
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
約
２
０
０
０
本
の
管

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

★
注
意
：
行
事
保
険
に
も
加
入
し
ま
す

の
で
、
３
３
円
も
お
釣
り
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。 

・
申
込
期
限
：
参
加
ご
希
望
の
方
は
、 

１
２
月
１
０
日
ま
で
に
、
左
記
酒
井
の

連
絡
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☏ 

０
８
０
―
３
４
６
９
―
４
５
６
３ 

◆
「シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ 

鑑
賞
会
」 

・
日
時
：
１
２
月
２
３
日
（
土
） 

 

時
間
要
確
認 

・
劇
場
：
１
０
９
シ
ネ
マ
・
二
子
玉
川 

・
鑑
賞
作
品
：
「パ
ー
フ
ェ
ク
ト
デ
イ
ズ
」 

役
所
広
司
が
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
、 

最
優
秀
男
優
賞
獲
得
作
品
。
上
映
を 

３
か
月
間
待
っ
た
、
話
題
の
映
画
で
す
。 

・鑑
賞
後
の
ラ
ン
チ
は
、
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
の 

「ク
リ
ス
マ
ス
会
」に
な
り
ま
す
。 

・二
子
玉
川
の
川
原
や
街
周
辺
、
シ
ョ
ツ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
も
探
訪
出
来
ま
す
。 

・集
合
場
所
・時
間 

１
２
月
２
１
日
㈭ 

ラ
イ
ン
で
確
認
。 

☎
０
９
０ 

９
８
３
３ 

８
８
１
５ 

 

保
坂 

☎
０
９
０ 

５
３
１
９ 

６
５
８
３ 

 

泉 

     

         

◆ 

ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動 

◆
ニ
ュ
ー
ス
「
校
正
」
７
名 

１
０
月
１
９
日
〔
木
〕
コ
コ
ネ
リ 

山
本
〔
均
〕 

保
坂 

青
木 

山
﨑 

土
橋 

横
田 

山
本
〔
稔
〕 

◆
ニ
ュ
ー
ス
「
印
刷
、
発
送
」
１
２
名 

１
０
月
２
５
日
〔
水
〕
学
習
セ
ン
タ
ー 

青
木 

保
坂 

内
田 

竹
内 

土
橋 

八
木 

濱 

高
山 

竹
内
〔
律
〕 

荒 

鷺
池 

柳
瀬 

     
｝ 

     
 

  
 

     
 

  

 
 

 
 

 
 

     
 

  
 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

  
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 

           

             
 

 

 ＊
新
会
員
紹
介 

板
橋
区
中
台
３ 

薮
田

や
ぶ
た 

え
り
子 

 

様 
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第
２
回
「  

家
族
で
バ
ン
ザ
イ 

・

み
ん
な
の
ぶ
ん
か
さ
い 

」 

開
催
決
定 
の
お
知
ら
せ
！ 

開
催
決
定
内
容 

日
時
：
２
０
２
４
年
１
月
２
７
日
（
土
） 

会
場
：
練
馬
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

開
場
：
１
２
時
３
０
～ 

閉
演
：
１
３
時
～
１
６
時
３
０
分 

 

入
場
料 

無
料 

 

（ 

演 

目 

） 

 

１
、
女
声
合
唱 

練
馬
シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス 

 

２
、
指
笛
演
奏 

 

３
、
太
極
拳
健
康
体
操 

 

４
、
児
童
合
唱 

 

５
、
詩
吟
・
日
本
舞
踊 

 

６
、
ア
ン
デ
ス
演
奏 

「
第
１
回
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
・
み
ん
な

の
ぶ
ん
か
さ
い
」
を
今
年
１
月
に
続
い

て
、
開
催
す
る
事
に
成
り
ま
し
た
。 

「
健
康
と
生
き
が
い
を
考
え
る
会
」
の

健
生
会
と
し
て
、
練
馬
在
住
の
家
族
や

師
弟
・
同
僚
・
子
供
・
障
が
い
者
等
の 

健
康
長
寿
と
絆
の
強
化
を
図
る
一
助
と

な
り
、
地
域
福
祉
推
進
と
な
る
様
に
、

開
催
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。・ 

従
っ
て
、
今
回
の
開
催
に
当
り
ま
し
て

は
「
健
生
会
文
化
祭
」
色
に
拘
っ
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。 

 

司
会
進
行
に
、
当
会
「
こ
ぶ
し
朗
読

の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
入
り
、
加
え
て 

出
演
者
紹
介
を
手
話
で
も
行
い
ま
す
。 

地
域
小
学
校
合
唱
団
に
参
加
を
依
頼
し
、

ご
父
母
や
ご
家
族
の
皆
様
・
地
域
住
民

の
皆
様
の
参
加
を
図
り
ま
す
。 

「
指
笛
演
奏
」
は
プ
ロ
同
様
の
素
晴
ら

し
い
演
奏
と
の
賛
美
を
受
け
て
お
ら
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、「
詩
吟
・
舞
踊
」
も
「
み
ん
な
の

お
ん
が
く
さ
い
」
に
ご
出
演
頂
き
歌
と

踊
り
が
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
て
と
て
も
素

晴
ら
し
い
と
の
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。 

「
ア
ン
デ
ス
演
奏
」
は
、
カ
ン
チ
ャ
イ
・

モ
コ
の
グ
ル
ー
プ
名
で
、
１
９
年
間
に

亘
り
活
動
し
て
お
ら
れ
、
練
馬
区
内
の

福
祉
施
設
や
音
楽
ホ
ー
ル
に
て
演
奏
・

皆
様
か
ら
も
う
一
度
聴
き
た
い
と
の
ラ

ブ
コ
ー
ル
を
頂
く
ほ
ど
で
す
。
其
の
他 

出
演
団
体
・
出
演
者
及
び
、
会
員
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
多
大
の
ご
支
援
を

頂
き
、「
第
２
回
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
・
み

ん
な
の
ぶ
ん
か
さ
い
」
を
開
催
致
し
ま

す
。 

問
合
せ
先 

０
９
０-

９
６
４
７-

０
７
１
０ 

竹
内 

                              

                              

  

●
「
家
族
で
バ
ン
ザ
イ
み
ん
な
の
ぶ
ん
か
さ
い
」
出
演
、
練
馬
シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス

は
健
生
会
所
属
の
サ
ー
ク
ル
で
初
代
上
西
会
長
と
澤
野
重
昭
先
生
と
の
話
し
合
い
で

作
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
２
年
５
月
１
６
日
に
発
足
、
ス
タ
ー
ト
を
開
始
、
澤
野
重
昭
先

生
が
歌
唱
指
導
、
郁
子
先
生
が
ピ
ア
ノ
伴
奏
、
ご
夫
妻
で
指
導
下
さ
い
ま
し
た
。 

重
昭
先
生
亡
き
後
は
、
郁
子
先
生
が
歌
唱
指
導
、
お
嬢
様
の
中
澤
利
佳
子
さ
ま
が
、 

ピ
ア
ノ
伴
奏
（
歌
唱
指
導
）
も
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

・
今
回
、
郁
子
先
生
の
学
生
時
代
を
書
か
れ
て
い
ま
す
文
章
を
載
せ
ま
し
た
。 

（
偶
然
に
も
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
町
で
郁
子
先
生
も
武
蔵
野
音
大
で
学
ば
れ
て
い
た

の
で
す
）
今
は
９
０
才
に
な
ら
れ
た
先
生
は
利
佳
子
先
生
と
一
緒
に
指
導
に
来
て
下

さ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

内
田 

 
 
 
 
 
 
 
 

♪
・
♪
・
♪ 

 🌸

私
の
音
大
時
代 

 
 

歌
唱
指
導 

澤
野
郁
子 

 
 

 

私
の
実
家
は
昭
和
二
十
年
八
月
八
日
の
九
州
八
幡
大
空
襲
で
焼
失
し
た
。 

鉄
の
街
八
幡
へ
の
三
度
目
の
大
空
襲
で
翌
日
に
は
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
。 

建
物
が
焼
け
落
ち
て
い
く
の
を
茫
然
と
眺
め
る
し
か
な
か
っ
た
私
は
燃
え
盛
る
炎
の

中
で
「
バ
ー
ン
！
」
と
ひ
と
際
大
き
な
音
を
立
て
て
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
二
階
か
ら

落
下
し
た
時
の
光
景
は
今
で
も
忘
れ
な
い
。
玉
音
放
送
を
聴
い
た
の
が
一
週
間
後
だ
っ

た
の
で
、
も
う
少
し
早
く
戦
争
が
終
わ
っ
て
い
て
く
れ
た
ら
家
も
ピ
ア
ノ
も
無
事
だ

っ
た
の
に
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
・
・
・
そ
れ
か
ら
六
年
後
、
私
は
上
京
し
、 

武
蔵
野
音
学
大
学
を
受
験
し
て
い
た
。
戦
禍
を
潜
り
抜
け
て
来
た
音
大
の
白
い
二
階

建
て
の
校
舎
は
眩
し
く
素
敵
に
見
え
た
も
の
だ
っ
た
。 

現
在
足
が
不
自
由
に
な
っ
て
か
ら
息
子
が
車
椅
子
で
武
蔵
野
音
大
前
ま
で
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
。
胸
像
や
記
念
碑
を
眺
め
て
い
た
ら
、
創
設
者
の
学
長
先
生
や
頑
張

っ
て
来
ら
れ
た
先
生
方
の
こ
と
等
の
記
憶
が
甦
っ
て
き
た
。
当
時
は
夕
暮
れ
時
に 

「
ト
～
フ
～
」
と
豆
腐
屋
さ
ん
の
ラ
ッ
パ
が
響
い
て
い
た
が
演
奏
会
の
時
に
絶
妙
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
聞
こ
え
た
り
す
る
と
、
皆
、
思
わ
ず
に
や
り
と
し
た
の
を
思
い
出
す
。 

先
日
、
同
窓
会
誌
が
送
ら
れ
て
来
た
。
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
た
大
学
の
姿
に
は

只
々
、
感
嘆
す
る
ば
か
り
だ
が
、
騒
音
の
る
つ
ぼ
の
様
な
、
あ
の
学
校
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
現
在
の
私
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。 
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２０２３年（令和５年）１２月 行 事 案 内 
 

 

▼  １日（金）１０：００「役員会」生涯学習センター会議室１ 

▼  ２日（土）１０：００「こぶし朗読の会」石神井区民交流センター会議室1 

▼  ４日（月）１３：００「まゆの会」ココネリ研修室３ 

▼  ６日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼  ８日（金）１０：００「きららカレーつくりボランティア」豊玉すこやかセンター6階 

▼ １２日（火）１０：００「読書サロン」生涯学習センター会議室２ 

▼ １６日（土）１０：００「こぶし朗読の会」石神井区民交流センターテスト室 

▼ １９日（火）１０：００「スマホ倶楽部」生涯学習センター会議室１ 

▼ ２０日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ ２１日（木）１０：００「校正」生涯学習センター会議室１＋２ 

▼ ２２日（金）１０：００「太極拳健康体操」生涯学習センター視聴覚室 

▼ ２２日（金）１０：００「東京探訪クラブ：築地本願寺コンサート」大江戸線練馬駅集合 

▼ ２２日（金）１３：００「やすらぎ会」生涯学習センター教室２ 

▼ ２３日（土）時間要確認「シネマクラブ：パーフェクトデイズ鑑賞会＆Xmas会」集合要確認 

▼ ２７日（水）１０：００「印刷・発送」生涯学習センター教室１ 

 

話のひろば投稿先メールアドレス 

kenseikai-news 

@kuniyokota.sakura.ne.jp 
 

＊～・～ ＮＰＯ法人健生会 令和６年・新年会のお知らせ～・～＊ 

日時：令和６年１月３０日（火）１１：５０分受付 １２：００～開始 

場所：勇の里 …西武池袋線 中村橋駅下車 すぐ駅前です。 

集合：直接、勇の里のお店へ  ２階、椅子席 和食善 

会費：３，０００円 （飲み物を注文される方は各自払い） 

＊申し込み受け付けは来春１月に新たに募集案内をさせて 

いただきますので予定に入れておいてください。 

＊出来るだけ多くの方に参加していただき親睦をはかり、 

楽しいひと時を過ごして頂きたいと思います。 

 

 

 

編 

集 

後 

記 

先
日
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
落
語
を
聞
き

に
行
き
ま
し
た
。
山
本
会
長
も
出
演
さ
れ
高
座
名

は
「
す
っ
と
こ
亭
小
粋
」
で
一
番
に
話
さ
れ
ま
し

た
。
張
り
の
あ
る
声
で
人
の
気
を
惹
い
て
と
て
も

面
白
か
っ
た
で
す
。い
つ
も
と
違
う
面
を
見
ま
し

た
。
そ
の
帰
り
道
、
丁
度
一
の
酉
の
日
で
練
馬
の

大
鳥
神
社
付
近
一
帯
、
屋
台
が
出
て
と
て
も
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
日
は
１
２
月

号
の
ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
を
し
な
が
ら
我
が
家
の

庭
に
目
を
や
れ
ば
、
わ
ず
か
な
、
バ
ラ
の
花
と
、

ゼ
ラ
ニ
ュ
ウ
ム
が
咲
い
て
い
る
だ
け
で
淋
し
く 

後
は
唯
一
ゆ
ず
が
沢
山
色
付
い
て
来
ま
し
た
が
、

ミ
カ
ン
の
木
の
、
小
さ
い
実
は
夏
の
台
風
で
一
夜

に
し
て
全
部
落
ち
て
し
ま
い
唯
一
１
個
だ
け
助

か
っ
て
頑
張
っ
た
の
が
今
、物
凄
く
大
き
く
な
り

夏
ミ
カ
ン
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

食
べ
頃
に
な
っ
た
ら
、
皆
で
試
食
す
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

さ
て
今
月
号
は
２
Ｐ
に
散
歩
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
違
い
に
つ
い
て
と
て
も
解
り
や
す
く
解
説

さ
れ
て
い
ま
す
。
又
各
サ
ー
ク
ル
の
報
告
を
読
む

と
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
！ 

１
ｐ
の

保
坂
相
談
役
の
巻
頭
言
を
読
む
と
い
つ
の
時
期

で
も
友
達
を
多
く
持
ち
趣
味
も
沢
山
持
ち
人
生

を
謳
歌
し
て
こ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。 

こ
れ
か
ら
も
ど
の
よ
う
な
事
を
考
え
る
の
で
し

ょ
う
か
？
今
年
も
後
１
か
月
と
少
し
に
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意

し
、
お
元
気
で
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
・
Ｕ 

 

 

 

 

https://azukichi.net/season/autumn/autumn0336.html
https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=3AzhqUHG&id=9CFA05822913C2174001C30D604798212BCC7918&q=12%e6%9c%88+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=608030116220764520&selectedIndex=218

